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書写指導を「書くこと」領域にいかすことを 

視野に入れた指導形態・教材の工夫 
－ 「帯単元」の活用と「字手紙」の導入 － 

 

富 田 健 一１  

本研究は、書写指導を「書くこと」領域にいかすことを視野に入れて、指導形態と教材に工夫を加えるもの

である。具体的には、書写指導を「帯単元」で継続的に指導することにより、書こうとする意欲の醸成と書写

能力の育成を図った。また、「字手紙」という教材を用い、「ひと文字」に託した思いを手紙形式で述べさせる

ことで、書く力の育成を図った。その結果、両者で培った力が生徒の中で作用し合って、自分の思いを明確に

書き表す力をはぐくむことができた。 

 

はじめに 

 

 近年、コンピュータや携帯電話などの普及は著しい。

「平成20年度全国学力・学習状況調査」によれば、中

学生の62.6％は自分の携帯電話を持っている。 

情報機器の普及で、手紙や年賀状などを書く機会だ

けでなく、文字そのものを手で書く機会が減っている。 

中央教育審議会国語専門部会（第10回）議事録・配

付資料13（文部科学省 2007）の中での意見に「文字

を書くということは、推理力、論理的思考力にもつな

がり、様々な能力の総和ととらえることができる」と

ある。逆に言えば、手で文字を書く機会の減少が推理

力、論理的思考力の低下を招き、ひいてはこれらの力

を土台とする書く力に大きな影響を及ぼすのではな

いかと考えた。 

 

研究の内容 

 

１ 研究について 

(1)研究の背景 

平成20年３月、中学校新学習指導要領が告示された。

その中で書写指導は、「ア 文字を正しく整えて速く

書くことができるようにするとともに,書写の能力を

学習や生活に役立てる態度を育てるよう配慮するこ

と」と記述され、現行学習指導要領の記述に「学習や」

という言葉が加えられた。この改訂は、書写で身に付

けた知識・技能を、生活のみならず学習の中でも具体

的にいかす指導をするよう求めていると考える。 

なお、新学習指導要領第１学年「書くこと」領域の

指導事項において「伝えたい事実や事柄について,自

分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと」と記

述されており、自分の思いを明確に書き表す力をはぐ

くむ指導が求められている。 

さらに、平成20年９月発行の「中学校学習指導要領

解説国語編」に、「書写に関する事項は,国語科の指

導として漢字に関する指導や,『Ｂ書くこと』の領域

の指導と密接に関連する」（文部科学省 2008p.25）

とあり、本研究の「書写指導を『書くこと』領域の指

導にいかすこと」の先行的意義が確認できた。 

(2)書写指導の課題 

 新学習指導要領の「第３ 指導計画の作成と内容の

取扱い」の２の(2)に、前述のアに続き、 

イ 硬筆及び毛筆を使用する書写の指導は各学年

で行い, 毛筆を使用する書写の指導は硬筆に

よる書写の能力の基礎を養うようにすること。 

ウ 書写の指導に配当する授業時数は,第１学年及

び第２学年では年間20単位時間程度,第３学年

では年間10単位時間程度とすること。 

と書かれている。 

アの記述について宮澤（2008）が、「『学習指導要

領』関連情報・書写」の中で「［言語事項］の内容は、

三領域の内容に有機的に溶け込む形に位置づけられ

ることで初めて生きてくることは自明です。（中略）

書写の学習は、三領域の一つである『書くこと』に直

結するだけでなく、さまざまな学習活動の記録、記述

などに関わる言語活動とも密接な関係にあります」と

述べているように、学習の基盤となる要素を持つ書写

指導を、国語科の「書くこと」領域、「読むこと」領

域、「話すこと・聞くこと」領域の三領域に、どう関

連付けていかすかが課題と言える。 

一方、ウでは各学年の授業時数が具体的に示された。

文字を書く指導は、一朝一夕で結果が表れるものでは

なく長期間を要する。「中学校学習指導要領解説総則

編」に「例えば,（中略）計算や漢字の反復学習を101 寒川町立旭が丘中学校 

研究分野（国語） 
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分間程度の短い時間を活用して行う」（文部科学省 

2008）とあるように、書写指導は短時間でも反復学習

を日常的に指導することで効果が一層高まる学習の

一つと考える。ア、イのねらいを達成するため、授業

時数をどう効果的に組み立てるかも課題である。 

(3)「書くこと」領域の課題 

田中（2006）は、「『書くこと』に関する学習者の

つまずきは千差万別である。だが、その内容を整理し

ていけば、結局は『何を』、『どう書けばよいのか』

という二つの問題に集約されるだろう」と述べている。 

また、前述の新学習指導要領で「書くこと」の指導

事項の一つとして「伝えたい事実や事柄について,自

分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと」と記

述されており、現行学習指導要領の記述に「根拠を」

という言葉が付け加えられた。これは「なぜ、そう感

じたのか」を整理させて書かせる指導を求めている。 

以上のことから、「書くこと」領域における課題を、

「何を」「どう書くか」をいかに指導するかと「自分

の気持ちを明確に書き表す」力をいかに育成するかに

絞った。 

(4)教材に手紙を用いる理由 

「自分の気持ちを明確に書き表す」手段の一つに手

紙がある。 

手紙に関しては、「中学校学習指導要領解説国語編」

「Ｂ書くこと」の（２）の②のウに「（前略）手紙を

書く際には,伝える相手の立場や気持ちに配慮すると

ともに,伝えたい内容の中心を明確にし,言葉を選び,

気持ちを込めて書くことが大切である。手紙を書く相

手を具体的に定め,郵便等を通じて実際に手紙のやり

取りを行わせることも効果的である。その際,書写の

指導との関連を図ること,また,手紙の形式を覚えさ

せるだけでなく,形式のもつ意味について考えさせる

ことも大切である」（文部科学省 2008p.53）とある。 

上記で、伝えたい内容を明確にして気持ちを込めて

書くことの重要性が示されたことにより、書く力の育

成に手紙を用いることを考えた。また、書写指導との

関連性を図る必要性が示されたことで、書写指導を

「書くこと」領域にいかす教材として手紙を用いるこ

とは適切であると考えた。さらに手紙には、「手書き

文字」による気持ちの伝達効果も期待できる。 

なお、平成20年11月14日付の読売新聞夕刊２版に

「相手に気持ち伝わるのは『メールより手紙』80％」

という記事が掲載された（第１図）。 

第１図から「メールよりも手紙が気持ちを伝えるこ

とに有効である」と考える人が一般的にも多いことが

分かり、自分の気持ちを明確に書き表すための教材と

して手紙を用いることが妥当であると再認識した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 ヨリモ会員アンケート（読売新聞を基に作成） 

(5)アンケート調査 

現在の中学生は「書くこと」についてどう考えてい

るのか。所属中学校で、第１学年185名を対象に、ア

ンケート調査を行った。 

第２図、第３図からは、字を書くことには抵抗感は

それほど感じていないが、満足のいく字が書けないと

感じている割合が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

第２図 事前アンケート（７月） 

 

 

 

 

 

 

第３図 事前アンケート（７月） 

第４図の文章を書くことに関する質問は「あまり好

きではない・とても嫌い」の回答が半数以上になった。 

 

 

 

 

 

 

第４図 事前アンケート（７月） 

そこで、「書くこと」領域における課題分析のため、

第４図で、文章を書くことが嫌いと回答した生徒に理

由を聞いた（第５図）。 

第５図の上位３つの理由に注目すると、第１位は

「書き方が分からない」、第３位は「書きたいことが

分からない」であり、いずれも「書くこと」領域での

課題である。しかし、第２位は「字が下手」であり、

このことから、文章を書くことに意欲を持たせるには、

あなたは字を書くことが好きですか？（ｎ＝181）
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書写指導を「書くこと」領域にいかすことが効果的で

あると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 事前アンケート（７月） 

(6)研究の目的 

 本研究は、書写指導を「書くこと」領域にいかすこ

とを視野に入れて、指導形態と教材に工夫を加えるも

のである。 

具体的には、書写指導に「帯単元」を導入し、ポイ

ントを絞った短時間の学習を継続して積み重ねて、書

こうとする意欲の醸成と書写能力の育成を図る。 

また、教材を工夫し、「字手紙」の導入を図る。自

分の思いを整理して「ひと文字」を選び、逆にキーワ

ードとなる「ひと文字」に託した思いを手紙形式で述

べさせることで、書く力の育成を図る。 

これらの工夫を取り入れ、手書きの文字と文章で自

分の思いを明確に書き表す力をはぐくみたい。 

 

２ 「帯単元」と「字手紙」 

(1)「帯単元」 

第５図で、書くことが嫌いな理由の第２位となった

「字が下手」は書写指導の課題である。「文字を正し

く整えて速く書く」ための指導には長期間を要する。

そこで、年間を通した継続的指導を可能にし、さらに

意欲の醸成を図るための工夫として書写指導に「帯単

元」を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 国語科帯単元イメージ図 

「帯単元」は、例えば週１回１単位時間50分で行う

授業を、10分間ずつの授業を５日間で行うというよう

な分割した指導形態のことであり、その名のとおり

「帯」のように設定した単元で、他の単元を横に貫い

て指導する形態のことである（第６図）。 

第１表 書写「帯単元」年間計画（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の取組では、「帯単元」で実施する１回の授業

を10分間に設定した。５回で１単位時間の50分となる。

検証授業を第１学年で行うため、現行学習指導要領に

おける書写の年間配当時間の約半分にあたる14単位

時間程度を「帯単元」として実施する。残りの時間は、

50分での授業形態で行う。「帯単元」として14単位時

間程度を行うには、10分間授業を年間で70回程度実施

することになる。 

書写指導には、毛筆、硬筆の種類があり、筆記具の

性質や指導形態が大きく異なる。「帯単元」では、継

続指導が効果的な硬筆と、日常生活の中でいかすこと

を考え、筆ペンを用いた毛筆を指導することとした。 

50分での授業では、準備や片付け、作品制作に時間の

要する、従来の筆を用いた毛筆指導を行うこととした。

上記第１表は、書写「帯単元」年間計画の一部である。 

また、10分間という短時間でも学習のポイントが分

かりやすくなるように、その時間での学習のねらいを

明確に示す工夫をした全70回分のプリントを、全て独

自に作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７図 帯単元プリント 

第４図で「あまり好きではない・とても嫌い」と

回答した生徒の理由（ｎ＝103）複数回答可
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一例を挙げると、第７図は上記第１表の11番の内容

をプリントにしたものであり、「画の長短に注意しよ

う」というタイトルのとおり、縦画、横画の長さでバ

ランスをとっている文字を中心に指導して練習させ

る。手本にはマス目を入れ、大きさ、長さ、中心を視

覚で確認しやすくした。２段目以下は補助線を少しず

つ減らして、書き慣れる工夫をした。 

この「帯単元」での取組を日常化することにより、

文字を書くための書写能力の育成と、書くことへの意

欲の醸成をねらった。他にも、短時間集中、授業導入

時の雰囲気作りといった効果も期待できると考えた。 

(2)「字手紙」 

 今回の研究では、「自分の気持ちを明確に書き表す

力をはぐくむ」ために、自分の気持ちを文章で書くだ

けでなく、文字によっても気持ちを伝えることができ

る「字手紙」という教材を導入した。 

「字手紙」は、上段に自分の気持ちを「ひと文字」

で表した漢字を書かせる。筆ペンを使用し、楷書で正

しく整った文字を書かせるようにする。下段に、「拝

啓」で始まり、「敬具」で終わる一般的な形式の手紙

文を書かせる（第８図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８図「字手紙」生徒作品（一部抜粋） 

第５図の「文章を書くことが嫌いである理由」の第

１位である「書き方が分からない」という課題を解消

する手立ての一つとして、手紙文の型を分解して書か

せる工夫をした。 

具体的には、手紙の前文、主文、末文を取り出して、

少量に分けて一つずつ指導し、書かせた。前文にあた

る「時候の挨拶
あいさつ

」はモデルとなる例文を提示し、組み

替えさせたり、言葉の入れ替えなどをさせたりして、

書き方が分かるような工夫をしたが、自分の言葉で書

くことも可とした。 

また、第３位の「書きたいことが分からない」とい

う課題を解消するために、自分の心情を表す「ひと文

字」を考えさせることで、自分の気持ちを整理させた。 

さらには、「ひと文字」の理由を具体的な出来事とと

もに挙げさせ、文章化させた。 

 

３ 検証授業 

(1)指導計画 

所属校において下記の計画で行った。※７時間扱い 

１時間目 「字手紙」のねらいの確認・受取人決定 

２時間目 手紙の基本知識確認・書くことの内容整理 

３時間目 時候の挨拶
あいさつ

文作成・「ひと文字」練習 

下書き 

４時間目 「ひと文字」練習・下書き※書写時間扱い 

５時間目 班内発表及び相互評価・下書き（公開授業） 

６時間目 推敲
すいこう

・清書 

７時間目 清書・宛名書き 

 上記の２時間目、３時間目、５～７時間目までの計

５回の授業では冒頭の10分間を帯単元として、自分の

決めた「ひと文字」の練習にあてた。４時間目は書写

の時間として扱い、「ひと文字」練習を中心に行った。 

(2)「帯単元」の効果検証 

「帯単元」では、継続的指導により、書こうとする

意欲の醸成と書写能力の育成を図った。 

意欲に関しては、アンケートの結果から検証する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９図 事後アンケート（12月） 

第９図で示したように、「嫌いだったものがどちら

かと言えば好きになった」の割合が一番高い。好きに

なることは、意欲へつながる。「帯単元」の取組は、

生徒から字を書くことへの抵抗感を減らし、意欲の向

上に効果をもたらしたと言える。 

また、次に示す生徒感想は事後アンケートの「帯単

元」に関する自由記述欄に書かれたものであり、その

内容からも書こうとする意欲が醸成できたと言える。 

○10分間という短い時間だったからこそ、飽きずに取

り組めたと思う。 

○一枚一枚にやることが分けられていて良かった。 

○どんどん字が前よりきれいになっていくので練習で

きてとってもうれしい！もっと練習したい！ 
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嫌いだったものがどちらかと言えば好きになった  

帯単元での学習で、字を書くことに対する気持ちは 

どのように変わりましたか？（ｎ＝176） 

好きな気持ちに変化はない  

好きだったものがさらに好きになった 

好きだったものがどちらかと言えば嫌いになった 

嫌いな気持ちに変化はない  

嫌いだったものがさらに嫌いになった 
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 書写能力の育成については、生徒の文字を分析する

ことで検証する。次の例は、文字に変化が見られた生

徒の作品である。２つの文字は、いずれも同じ生徒の

作品から一部抜粋したものである。第10図は「帯単元」

導入前（７月）の文字で、第11図は約半年後（12月）

の文字である。  

比較をしてみる。まず、全 

体的に丸みを帯びていた文字 

が、一画一画力強く、しっか 

りしてきた。特に「勉強」の 

漢字２文字は、折れ、払い、 

はねなど、いずれも的確であ 

る。これは「帯単元」プリン 

ト25番、26番の「折れ」「曲 

がり」「反り」や「右払い」 

「左払い」にポイントを絞る 

学習の成果と考える。 

また、偏
へん

と旁
つくり

の関係を見 

れば、中心やバランスもとれ 

ていることが分かる。「をし 

ています。」の平仮名からは、「して」の文字は丸さ

が取れたことが見てとれる。「を」と「います」から

は、全体的に右下がりだった文字が、右上がりのバラ

ンスをとろうと書かれている。これも「帯単元」14

番、15番の「偏
へん

と旁
つくり

の関係性」や、10番の「右上が

り」をポイントにしたプリントで学習したことによる

変化の一つであると考える。 

他にも丸文字に角が出てくるなどの変化が見えた

り、一画ずつ意識して書くことで字形に変化が見えた

生徒もいた。これらは継続的に行っている「帯単元」

の効果と考えられ、書写能力向上の現れと言える。 

 

 

 

 

 

 

第12図 事後アンケート（12月） 

また、事後アンケートにより約90％の生徒から「帯

単元」での学習が、自分の文字を整えて書くことに役

立っているという回答が得られた（第12図）。 

以上の生徒作品による分析に、生徒アンケートを併

せて考えると、「帯単元」が書写能力の育成に効果を

上げたと言える。 

(3)「字手紙」の効果検証 

「字手紙」では、主に書く力の育成を図った。 

心情を表す「ひと文字」を考えさせることで、自分

の気持ちを整理させた。さらに、「ひと文字」の選択

理由を具体例とともに挙げさせ、「なぜ、そう感じた

のか」を、手紙文で明確に書かせた。 

 まず「ひと文字」が、生徒の気持ちの整理にどれだ

け役立ったかを検証した。本研究の指導に入る前の段

階で、小学校の先生宛に「中学校生活」について手紙

を書かせた。この段階で書いた主文（Ａ）と「字手紙」

で書いた主文（Ｂ）を同一生徒のもので一部比較した。 

（Ａ）部活は吹奏楽に入って、先輩達もおもしろくてす

ごくやさしいです。 

（Ｂ）「奏」…吹奏楽部に入っています。先輩たちと奏

でた曲が忘れられないのと、これからもみんなで

三年生のような素敵な曲を演奏ができるように

したいと思ったからです。 

（Ａ）中間テストや期末テストもまずまずな成績で、毎

日が楽しいです。 

（Ｂ）「蕾」…部活も勉強も良い成績を残すために努力

している今の私が、花を咲かせるために頑張って

いる蕾と似ていると思ったからです。 

※「」内の文字は「字手紙」に書いた「ひと文字」 

ここから、伝えたい事実を明確にして、自分の気持

ちを整理し、根拠を明確にして書くことができるよう

になった結果が見て取れる。 

第13図において、80％を超える生徒が「役に立った」

と回答していることからも「ひと文字」が、何を書く

のかを考えさせるために効果があると言える。 

 

 

 

 

 

 

第13図 事後アンケート（12月） 

 

 

 

 

 

 

第14図 事後アンケート（12月） 

また、手紙を形式に則って書いたことがないという

生徒が多い中、形式を分割して書かせる工夫をした。

これは、「手紙の形式」を学ばせるとともに、「書き

方が分からない」という生徒に対し、少量ずつ分割し

て、書きやすくするための工夫である。第14図のアン

ケートからは、その効果も見てとることができる。 

さらに、「字手紙」が「気持ちを伝えるために有効

「ひと文字」は、自分の気持ちを整理して、
「何を書くのか」を考えるのに役立ちましたか？

（ｎ＝176）
17%

1%

35%

47%

役立った

少しは役立った

あまり役立たなかった

役立たなかった

手紙の形式にあてはめて書いたことは、書くための
手助けになりましたか？（ｎ＝176）

53%

31%

1%

15% なった

少しはなった

あまりならなかった

ならなかった

帯単元での学習は、字を整えて書くことに役立ってい
ると思いますか？（ｎ＝176）

10%

1%

39%

50%

役立っている

少しは役立っている

あまり役立っていない

役立っていない

第 10図  第 11図 

指導前   指導後 
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なものであると思いますか？」ということを事後アン

ケートで聞いたところ、90％以上の生徒が、有効だと

回答した（第15図）。 

 

 

 

 

 

 

第15図 事後アンケート（12月） 

次に示す生徒感想も、事後アンケートからの抜粋で

ある。これらの感想からも「字手紙」という教材が、

自分の気持ちを明確に書き表す力をはぐくむことを

検証できたと考える。 

○字をつけて手紙を書いたことは初めてだったけど、

字をつけたことによって、もっと相手に伝えたいこ

とが伝えられた気がした。そして、手紙を書いて、

相手の喜んだところを見ることができて手紙ってい

いなと改めて思えた。 

○字と組み合わせることで相手は普通の手紙より、

「こんなことを思っているんだな。」というのが、

より伝わると思いました。 

 

４ 研究のまとめ 

(1)研究の成果 

本研究の成果は、「書くこと」領域にいかすことを

視野にいれた書写指導の可能性を示せたことである。 

「帯単元」を活用することで、書写能力の育成と、

書こうとする意欲の醸成を図り、「字手紙」の導入に

より、書く力の育成を図ることができた。そして、両

者で培った力が生徒の中で作用し合って、自分の気持

ちを明確に書き表す力を育成することができた。 

さらに、事後アンケートでは、60％を超える生徒が、

「また、手紙を書いてみたい」と回答した（第16図）。 

 

 

 

 

 

 

第16図 事後アンケート（12月） 

気持ちを明確に書き表すことができたという生徒

の実感が、「また書いてみたい」という意欲につなが

ったと考える。このことも、本研究の成果と考える。 

(2)今後の課題 

本研究は、「自分の気持ちを明確に書き表す力」と

いう限られた力の育成を図るものである。書写指導を

「書くこと」領域にいかすことはできたと考えるが、

成果が得られたのは「書くこと」領域の一部であり、

限られた狭い範囲での成果である。 

「書くこと」領域の指導内容は、広範囲で多岐にわ

たる。「書くこと」領域の中にも、書写指導をいかす

ことのできる余地は残っているが、国語科の「読むこ

と」や「話すこと・聞くこと」など他領域にもいかす

ことができる。「書写指導を『どの領域』に、『どう

いかす』ことができるのか」を探っていくことが今後

の課題であると考える。 

 

おわりに 

 

新学習指導要領では、書写指導について「文字文化

に親しむ」という記述があり、これは高校の芸術書道

とのつながりも示唆している。今後、中学校では「字

手紙」も含めて、創作文字での作品制作という展開が

可能となる。新学習指導要領上での「書写指導の位置

付け」についての認識を深め、具体的指導の可能性を

探りたい。 
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また、手紙を書いてみたいと思いますか？
（ｎ＝176）
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「字手紙」は、「気持ちを伝える」ために有効なもの
であると思いますか？（ｎ＝176）
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